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（
一
）

「
マ
ー
君　

神
の
子　

不
思
議
な
子
」、
古
く
は
「
神
様　

仏
様　

稲
尾
様
」、
と
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
超
人
的
な
活
躍
を
す
る
選
手

を
神
様
と
し
て
称
え
て
き
た
。

朝
な
夕
な
、
仏
壇
と
鴨
居
の
上
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
小
さ
な
白
木

の
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
る
私
は
、
は
た
し
て
、
信
心
深
い
人
間
な
の

だ
ろ
う
か
。

平
川
祐
弘
氏
は
、
本
著
『
神
道
と
は
何
か　

小
泉
八
雲
の
み
た
神

の
国
、
日
本
』
を
一
冊
の
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
と
表
現
す
る
が
、「
小

冊
子
」
と
い
う
に
は
、
だ
い
ぶ
手
ご
わ
い
。

平
川
氏
と
牧
野
陽
子
氏
の
手
に
な
る
こ
の
本
は
、
四
六
軽
装
判
で

あ
り
、
た
し
か
に
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
的
な
様
を
な
し
て
い
る
。

「
日
本
語
と
英
語
で
読
む
」
と
表
紙
カ
バ
ー
に
小
さ
く
朱
書
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
平
川
氏
分
の
日
本
語
本
文
は
七
十
七
ペ
ー
ジ
、
大
要

を
英
語
で
表
現
し
た
部
分
が
六
十
六
ペ
ー
ジ
、
牧
野
氏
の
執
筆
部
分

は
日
本
語
に
よ
る
本
文
が
四
十
六
ペ
ー
ジ
、
英
語
部
分
が
四
十
四
ペ

ー
ジ
で
あ
り
、
平
川
氏
に
よ
る
「
は
じ
め
に
」
か
ら
、
ペ
ー
ジ
を
繰

っ
て
、
扉
ペ
ー
ジ
、
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
目
次
、
平
川
氏
の
日
本

語
原
稿
、
牧
野
氏
の
日
本
語
原
稿
、
牧
野
氏
に
よ
る
「
あ
と
が
き
」、

お
ふ
た
り
に
よ
る
英
文
で
の
原
稿
、
奥
付
等
を
あ
わ
せ
る
と
総
計

二
百
五
十
二
ペ
ー
ジ
に
も
な
る
が
、
本
の
体
裁
か
ら
受
け
る
印
象
か

ら
す
る
と
、
た
し
か
に
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
で
あ
る
、
と
い
え
る
の

平
川
祐
弘
・
牧
野
陽
子
著 『
神
道
と
は
何
か　
小
泉
八
雲
の
み
た
神
の
国
、
日
本１
』
を
読
む

も
の
い
わ
ぬ
日
本
を
、

如
何
に
外
国
に
伝
え
る
か
。

斎
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禎
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か
も
し
れ
な
い
。

お
ふ
た
り
の
日
本
語
原
稿
部
分
の
み
を
抽
出
す
れ
ば
百
二
十
ペ
ー

ジ
余
の
こ
の
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
に
登
場
す
る
人
物
は
、
主
人
公
小

泉
八
雲
は
も
ち
ろ
ん
、
八
雲
の
親
友
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
日
本
研
究

者
で
あ
っ
た
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
は
じ
め
登
場
順

に
数
え
て
い
け
ば
、
Ｄ
・
Ｃ
・
ホ
ル
ト
ム
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ

ャ
ワ
ー
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
松
尾
芭
蕉
、
片
山
哲
、
横
光
利
一
、
Ｒ
・

Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ス
、
山
梨
勝
之
進
、
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ

ュ
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
、
佐
伯
彰
一
、
昭
和
天
皇
、
フ
ォ
ー
ド

米
大
統
領
、
福
沢
諭
吉
、
内
藤
鳴
雪
、
駐
日
公
使
パ
ー
ク
ス
、
ヘ
ボ

ン
、
サ
ト
ウ
、
渋
沢
栄
一
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ス
ト
ン
、

小
泉
節
子
、
柳
田
国
男
、
テ
オ
ク
リ
ト
ス
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン

サ
ー
、
キ
ケ
ロ
、
穂
積
陳
重
、
穂
積
八
束
、
中
川
善
之
助
、
岡
村
司
、

Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
、
ア
ラ
ン
、
聖
徳
太
子
、
ダ
ン
テ
、
明
治
天
皇
、

濱
口
五
兵
衛
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
ゲ
ー
テ
、
佐
々
木
喜
善
、
新
谷
尚

紀
等
々
（
表
記
は
本
文
に
よ
る
）、
五
十
二
人
に
も
の
ぼ
る
。

一
冊
の
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
で
あ
ろ
う
と
も
、
今
、
神
道
に
つ
い

て
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
人
々
が
必
要
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

（
二
）

本
書
は
、
日
本
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
外
交
樹
立
六
十
年
を
記
念
し

て
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
六
月
に
明
治
神
宮
で
行
わ
れ
た
講

演
会
を
基
と
し
て
い
る
。

小
泉
八
雲
の
日
本
名
で
知
ら
れ
る
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
父

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
り
、
母
は
ギ
リ
シ
ャ
人
だ
っ
た
。

こ
の
日
、
平
川
氏
は
「
小
泉
八
雲
と
神
道
―
―
ギ
リ
シ
ャ
的
解
釈

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
的
解
釈
」、
牧
野
氏
は
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
が
と
ら
え
た
神
社
の
姿
―
―“

A
 Living God”

を
手
が
か
り
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

当
日
の
三
百
名
を
越
え
る
聴
衆
の
中
に
は
、
駐
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

大
使
ほ
か
少
な
か
ら
ぬ
外
国
人
が
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
も
あ

っ
て
、
同
時
通
訳
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
、
根
本
的
な
問
題
が
発
生
す
る
。

講
演
後
、
テ
ー
プ
に
と
ら
れ
た
録
音
を
聞
い
た
平
川
氏
は
、
愕
然

と
す
る
。
同
時
通
訳
者
の
英
語
の
文
脈
が
理
解
で
き
ず
、
確
実
に
わ

か
っ
た
の
は
、
当
日
参
加
者
に
事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
ド
ア

ウ
ト
（
資
料
）
か
ら
引
用
さ
れ
た
英
文
の
み
で
あ
っ
た
。
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平
川
氏
は
い
う
。

「
同
時
通
訳
が
難
し
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
は
私
ど
も
も
職
業
柄

承
知
し
て
い
た
が
、
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

当
日
、
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で
聴
い
た
外
国
人
傍
聴
者
は
二
人
の
日

本
人
の
講
演
内
容
の
程
度
の
低
さ
に
憮
然
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。」

さ
ら
に
、
平
川
氏
は
核
心
を
突
く
。

「
し
か
し
こ
れ
は
な
に
も
当
日
の
通
訳
の
能
力
に
特
に
問
題
が

あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
世
間
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
が
今
日
の
日
本
の
対
外
発
信
力
の
実
情
な
の
で
あ

る
。（
略
）
日
本
は
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
、
し
ば
し

ば
も
の
い
わ
ぬ
大
国
と
し
て
誤
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と

く
に
日
本
固
有
の
宗
教
で
あ
る
神
道
は
外
国
で
し
ば
し
ば
誤
解

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
様
で
放
置
は
で
き
な
い
と
思
っ

た
。」

こ
の
発
言
に
、
明
治
神
宮
で
の
講
演
を
講
演
の
ま
ま
に
し
て
お
か

ず
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で
ま
と
め
て
お
こ
う
（
し
か
も
日
本
語
と
英

語
の
両
方
で
）
と
い
う
強
い
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。

日
本
語
に
よ
る
講
演
の
原
稿
で
は
、
平
川
氏
は
、
は
じ
め
の
三
分

の
一
強
を
「
西
洋
人
の
神
道
理
解
と
誤
解
の
歴
史
」
を
論
ず
る
こ
と

に
あ
て
て
い
た
が
、
こ
の
部
分
を
、
新
た
にChanging W

estern 

attitudes tow
ard Shintō

と
し
て
英
語
で
書
き
下
ろ
す
こ
と
に
し

た
。

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の
た
め
に
ま
ず
英
文
を
書
き
、
そ
の
の
ち
に
改

め
て
日
本
語
に
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、「
日
本
語
と
英
語
で
読
む
」
と
謳
い
な
が
ら
も
、こ
の
「
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
」
で
は
、
日
本
文
と
英
文
は
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な

い
。
逐
語
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
牧
野
氏
の
場
合
も
同

様
で
、
外
国
人
の
た
め
に
時
に
英
語
に
よ
る
説
明
を
書
き
加
え
て
い

る
。し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て
も
、
日
本
を
ま
っ
と
う
に

理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
問
題
の
解
決
は
む
ず
か
し
い
。

平
川
氏
は
、本
文
中
で
こ
の
難
題
に
つ
い
て
何
度
か
論
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
日
本
人
が
持
つ
神
道
的
な
感
じ
を
示
唆
し
た
と
み
ら

れ
る
内
藤
鳴
雪
の
句
、
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元
旦
や
一
系
の
天
子
不
二
の
山

を
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
日
米
対
決
を
避
け
よ
う
と
腐
心
し
、
日

本
文
化
、
さ
ら
に
俳
句
の
研
究
者
で
あ
っ
た
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ス
教

授
は
、T

he First D
ay of the Y

ear:

O
ne Line of Em

perors;

M
ount Fuji.

と
訳
し
た
が
、
平
川
氏
は
、「
こ
の
英
訳
を
読
ん
で
も
、
こ
れ
ま

で
の
生
活
体
験
が
異
な
る
外
国
の
方
の
多
く
は
日
本
人
と
同
じ
感
情

を
共
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
率
直
な
感
想

を
述
べ
て
い
る
。

（
三
）

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」で
は
、平
川
氏
執
筆
部
分
の『
小
泉
八
雲
と
神
道
』

は
、
第
一
章
「
西
洋
人
の
神
道
観
の
変
遷
」（Changing W

estern 

attitudes tow
ard Shintō

）
か
ら
始
ま
る
。

こ
の
章
の
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
む
だ
け
で
、
な
ぜ
神
道
が
西
洋

人
に
誤
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
へ
の
回
答
が
、
す
で
に
用
意
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

西
洋
人
に
し
て
す
ぐ
れ
た
日
本
研
究
者
と
し
て
、
小
泉
八
雲
と
バ

ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
登
場
す
る
。

西
洋
人
に
よ
る
神
道
理
解
へ
の
ふ
た
り
の
役
割
に
つ
い
て
、
平
川

氏
は
簡
明
に
述
べ
る
。

「
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
は
日
本
人
の
霊
の
世
界
に
興
味
を
も

ち
日
本
固
有
の
宗
教
で
あ
る
神
道
の
価
値
を
発
見
し
た
人
と
言

わ
れ
ま
す
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
西
洋
日

本
研
究
の
群
を
抜
い
た
権
威
あ
る
大
御
所
で
し
た
が
、
彼
は
神

道
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
否
定
的
な
裁
断
を
下
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
二
人
は
当
初
は
た
が
い
に
敬
愛
す
る
仲
で
し
た
が
、

そ
の
友
情
が
後
に
破
れ
た
の
は
、
一
つ
に
は
こ
の
日
本
の
土
着

の
信
仰
に
対
す
る
評
価
の
著
し
い
懸
隔
に
由
来
し
た
と
い
っ
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。」

ふ
た
り
の
神
道
観
が
対
蹠
的
に
語
ら
れ
る
。

平
川
氏
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
主
著
『
日
本
事
物
誌
』
か
ら
、
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「
神
道
は
、
し
ば
し
ば
宗
教
と
見
做
さ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
宗

教
の
名
に
値
し
な
い
。（
略
）
人
々
の
心
を
動
か
す
に
は
あ
ま

り
に
空
虚
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
実
質
に
乏
し
か
っ
た
。
仏
教
に

比
べ
て
神
道
は
そ
れ
自
体
の
中
に
深
い
根
を
持
つ
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。」

の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。

明
治
の
末
に
三
十
年
余
の
日
本
滞
在
を
切
り
上
げ
て
英
国
に
帰
っ

た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
帰
国
す
る
や
「
神
道
は
天
皇
崇
拝
の
忠
君
愛

国
教
」
で
あ
る
と
発
表
し
、
そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
西

欧
社
会
で
の
神
道
批
判
の
中
心
的
な
概
念
の
も
と
を
つ
く
る
。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
『
古
事
記
』
の
翻
訳
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
日

本
語
に
た
け
た
一
流
学
者
の
影
響
力
は
大
き
い
。
平
川
氏
は
い
う
。

「
明
治
初
年
に
は
、『
あ
ま
り
に
空
虚
で
』『
人
の
心
を
動
か
さ
な 

い
』
と
認
定
さ
れ
た
は
ず
の
同
じ
神
道
が
、
七
十
年
後
の

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
に
は
、
日
本
の
狂
熱
的
な
愛
国
的

国
家
主
義
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

God-Em
peror

の
日
本
の
天
皇
崇
拝
を
中
心
と
す
る
信
仰
体

系
が
と
く
に
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
文
明
社
会
の
敵
役
と
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
年
の
秋
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
つ
い
で
、
沖
縄
で
、

日
本
の
神
風
特
別
攻
撃
隊
が
出
動
し
た
か
ら
で
す
。」

戦
争
中
に
「
国
家
神
道
」
と
い
う
言
い
方
は
な
か
っ
た
。「
国

家
神
道
」
は
戦
後
に
な
っ
て
、
つ
ま
り
敗
戦
後
に
英
語
のState 

Shintō

の
訳
語
と
し
て
日
本
語
に
定
着
し
た
。

平
和
は
も
ち
ろ
ん
貴
い
。

竹
山
道
雄
は
、
そ
の
最
晩
年
に
月
刊
誌
の
『
文
藝
春
秋
』
に
随
筆

の
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
が
最
高

の
文
明
で
あ
り
、
そ
の
心
棒
に
な
っ
て
い
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ

る
」
と
語
っ
た
の
ち
に
、

「
だ
が
、
何
と
な
く
違
和
感
も
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
ゴ
ッ

ド
は
、
妬
み
、
憎
み
、
亡
ぼ
す
。
一
神
教
は
お
れ
が
お
れ
が
と

我
を
立
て
て
、
絶
え
間
な
く
戦
乱
を
つ
づ
け
た
。（
略
）
自
分

が
、
自
分
だ
け
が
、
神
の
真
理
を
体
し
て
い
る
の
だ
が
、
他
教

徒
は
そ
れ
に
背
く
か
ら
、異
教
徒
は
悪
で
あ
る
。」（『
文
藝
春
秋
』

昭
和
五
九
年
六
月
号
）

と
続
け
た
。
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そ
の
こ
ろ
、
私
（
斎
藤
）
は
、
編
集
者
と
し
て
山
本
七
平
の
担
当

を
し
て
い
た
。
宗
教
関
係
の
書
物
を
多
く
出
し
て
い
た
山
本
書
店
の

経
営
者
だ
っ
た
が
、
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
の
『
ユ
ダ
ヤ
古
代

誌
』
も
山
本
書
店
の
刊
行
だ
っ
た
か
ら
、『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
を
手

に
し
た
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
の
な
か
で
は
、
神
、
預
言
者
を
同
じ
く
し
な
い

異
教
徒
は
戦
い
に
敗
れ
る
と
、
王
以
下
す
べ
て
の
民
は
徹
底
的
に
征

伐
さ
れ
る
。
虐
殺
、
撲
殺
と
い
う
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
文
字
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
平
和
の
宗
教
と
い
う
通
り
一
遍
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（

四
）

戦
後
日
本
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
率
い
る
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
心

と
す
る
占
領
軍
に
占
領
さ
れ
た
。

平
川
氏
が
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
、

「
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
政
治
家
に
は
交
戦
国
の
宗
教
を
尊
重
せ
ね

ば
な
ら
な
い
、
な
ど
と
い
う
考
え
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。（
略
）
巨
視
的
に
見
て
、
そ
ん
な
宗
教
文
明
史
的
な
下

地
が
あ
っ
た
う
え
で
の
占
領
政
策
で
し
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
日

本
が
二
度
と
ア
メ
リ
カ
の
脅
威
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

日
本
の
神
社
神
道
に
対
し
て
は
厳
し
い
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

日
本
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
背
骨
を
骨
抜
き
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
日
本
降
伏
後
四
カ
月
、
占
領
軍
の
指
令
と

し
て
も
っ
と
も
問
題
性
が
あ
る
『
神
道
指
令
』
な
る
も
の
が
発

せ
ら
れ
た
の
で
す
。」

と
述
べ
て
い
る
。

占
領
軍
が
日
本
陸
海
軍
の
残
存
兵
力
を
極
度
に
恐
れ
た
こ
と
は
、

尋
常
で
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、〝
物
的
武
装
解
除
〟
に
加
え
て

〝
精
神
的
武
装
解
除
〟
を
い
っ
そ
う
進
め
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
た2

。

小
説
の
神
様
と
い
わ
れ
た
横
光
利
一
は
、
日
本
文
明
の
特
筆
を
説

明
す
る
た
め
に
、
戦
後
す
ぐ
に
発
表
し
た
『
旅
愁
』
第
四
篇
の
な
か

で
ハ
ー
ン
を
引
用
し
て
い
る
。

「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ヘ
ル
ン
と
い
う
ギ

マ

マ

リ
シ
ャ
人
で
、
明
治
の

三
十
七
、八
年
ご
ろ
の
晩
年
に
、
日
本
の
現
在
を
社
会
進
化
の

状
態
と
し
て
見
る
と
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
前
四
、五
百
年
の
こ
ろ

の
西
洋
と
同
じ
だ
と
云
っ
て
い
る
の
で
す
。」
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と
書
き
、
こ
う
続
け
た
。

「
日
本
の
神
道
に
流
れ
て
い
る
道
徳
こ
そ
世
界
最
高
の
道
徳

で
、
今
に
こ
の
道
徳
の
た
め
に
世
界
の
国
々
は
美
し
く
な
る
だ

ろ
う
と
云
っ
て
死
ん
で
い
る
の
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ヘ

ル
ン
が
日
本
で
見
た
道
徳
と
い
う
の
は
、
み
そ
ぎ
を
中
心
と
し

た
も
の
な
ん
で
す
ね
。
ギ
リ
シ
ャ
も
ロ
ー
マ
も
、
一
番
精
神
の

健
や
か
な
時
代
に
は
、
日
本
の
み
そ
ぎ
と
同
じ
も
の
を
、
や
は

り
や
っ
て
い
た
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。」

こ
の
く
だ
り
が
、
神
道
指
令
と
並
ぶ
占
領
軍
の
対
日
強
硬
姿
勢
の

表
出
で
あ
っ
た
検
閲
に
見
事
に
引
っ
か
か
る
。
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た

い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
本
（
占
領
軍
の
検
閲
済
み
の
本
を
指
す
）
に
は
、

横
光
の
こ
の
数
行
は
、
跡
形
も
な
い（

。

こ
の
検
閲
例
を
見
て
も
、
占
領
軍
に
お
け
る
ハ
ー
ン
の
位
置
は
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
極
度
に
低
い
と
し
か
い
い
よ
う

が
な
い
。
狂
信
的
な
日
本
主
義
者
と
し
て
、
警
戒
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

い
み
じ
く
も
横
光
が
ハ
ー
ン
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
『
旅
愁
』
で
述

べ
た
、
神
道
の
世
界
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
相
似
に
つ
い
て
、
平

川
氏
は
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
ハ
ー
ン
の
伝
記
作
者
の
多
く
が
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
感

化
を
浴
び
た
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
英
国
の
哲
学
者
に
劣
ら
ず
大

切
な
存
在
は
、
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
（
一
八
三
〇

―
一
八
九
九
）
で
し
た
。
一
八
六
四
年
に
『
古
代
都
市
』（La Cité 

A
ntique

）を
出
し
、名
著
と
し
て
聞
こ
え
ま
し
た
。
古
代
都
市
と
は
、

狭
義
に
は
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
地
中
海
周
辺
の
都
市
国
家
で
す
。」

地
中
海
世
界
で
も
善
人
も
悪
人
も
死
ん
だ
ら
神
様
と
し
て
祀
っ

た
、
と
説
く
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
に
、
平
川
氏
は
、

「『
古
代
都
市
』
を
読
ん
で
い
る
と
、本
居
（
宣
長
）
や
平
田
（
篤

胤
）
の
書
く
も
の
と
似
て
い
る
の
で
、
な
ん
だ
か
神
道
の
死
生

観
の
説
明
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。」

と
い
う
。

ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の
後
半

部
分
で
、
共
著
者
の
牧
野
氏
も
語
っ
て
い
る
。
牧
野
氏
に
よ
れ
ば
、

「（
ハ
ー
ン
と
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
先
祖
崇
拝
で
は
）、
た
だ
一
つ

違
う
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
死
者
の
霊
は
こ
の
世
の
ど
こ
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に
残
る
の
か
、
と
い
う
点
で
す
。
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ

ン
ジ
ュ
は
、『
古
代
に
お
い
て
は
、
人
は
死
者
は
墓
の
中
で
生

き
続
け
る
と
確
信
し
て
い
た
た
め
、
必
要
と
さ
れ
る
品
々
―
―

衣
服
、
道
具
類
、
武
器
な
ど
と
必
ず
一
緒
に
埋
葬
し
た
』、『
墓

の
な
い
霊
魂
は
住
む
場
所
を
失
な
い
、
不
幸
に
な
っ
て
さ
ま

よ
い
続
け
、
悪
事
を
は
た
ら
く
』
と
考
え
ま
し
た
が
、
ハ
ー

ン
は
『
日
本
―
―
一
つ
の
解
明
』（Japan; an A

ttem
pt at 

Interpretation

の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。』

と
、
ハ
ー
ン
の
文
章
を
あ
げ
、
訳
し
て
い
る
。

T
heir bodies had m

elted into earth; but their spirit-

pow
er still lingered in the upper w

orld, thrilled its 

substance, m
oved in its w

inds and w
aters.

死
者
の
肉
体
は
土
と
化
し
て
も
、
そ
の
霊
の
力
は
地
上
に
留

ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
地
上
の
物
質
を
か
す
か
に
震
わ
せ
、
風

や
水
の
動
き
と
化
す
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ン
の
先
祖
霊
は
、
風
と
な
り
、
水
と
な
り
、
自
然
の
な
か
に
、

日
本
の
里
山
の
な
か
に
溶
け
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
来

日
す
る
と
出
雲
大
社
な
ど
の
有
名
な
神
社
を
詣
で
て
い
る
が
、
牧
野

氏
は
、

む
し
ろ
名
も
な
き
神
社
の
描
写
に
彼
の
特
質
が
出
て
い
る
と
い

う
。ハ

ー
ン
は
神
社
が
持
つ
雰
囲
気
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
の
性
向
を
表

現
し
た
も
の
と
し
て
、
牧
野
氏
は
、『
旅
の
日
記
か
ら
』（From

 a 

T
raveling D

iary

）
の
数
行
を
あ
げ
る
。

O
f all peculiarly beautiful things in Japan, the 

m
ost beautiful are the approaches to high places of 

w
orship or of rest,

― the W
ays that go to N

ow
here 

and the Steps that to N
othing.

数
あ
る
日
本
独
特
の
美
し
い
も
の
の
中
で
も
最
も
美
し
い
の

は
、
参
拝
の
た
め
の
聖
な
る
高
い
場
所
に
近
づ
い
て
行
く
道
で

あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
無
に
通
じ
る
道
、
無
に
至
る
階
段
で

あ
る
。

N
othing

とN
ow

here

が
大
文
字
に
な
っ
て
い
る
。

牧
野
氏
は
い
う
。
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「W
ays

とSteps

を
も
大
文
字
で
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、『
無
』

に
至
る
道
、
つ
ま
り
宗
教
的
な
道
程
と
し
て
の
神
社
の
参
道
に

美
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。（
略
）
こ
こ
に
み
ら
れ
る
精

神
の
動
き
は
、
い
う
な
れ
ば
ふ
っ
と
力
が
抜
け
る
感
じ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
高
み
へ
と
の
ぼ
り
、
そ
の
到
達
点
に
極
ま

る
の
で
は
な
く
、
ふ
っ
と
力
み
が
取
れ
て
沈
ん
で
、
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
か
と
思
い
ま
す
。」

ハ
ー
ン
の
作
品
『
生
神
様
』（A

 Living God

）
は
、
三
部
構
成

の
短
篇
で
あ
る
。

第
三
部
は
、
大
津
波
の
襲
来
を
村
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
刈
り
取

っ
た
ば
か
り
の
稲
束
に
惜
し
み
も
な
く
火
を
つ
け
た
と
い
う
、
か
の

有
名
な
濱
口
五
兵
衛
の
逸
話
で
あ
る
。

第
一
部
、
第
二
部
は
神
社
を
め
ぐ
る
話
が
主
だ
が
、
牧
野
氏
は
、

ハ
ー
ン
が
感
じ
た
日
本
の
神
社
の
特
質
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「（
神
社
は
）
た
だ
古
い
だ
け
の
原
始
的
な
小
屋
で
は
な
い
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
く
い
わ
れ
る
〝
自
然
と
の
親
密
な
関

係
〟を
あ
ら
わ
す
と
い
う
の
で
も
な
い
。
ハ
ー
ン
が
描
く
の
は
、

屋
根
の
勾
配
の
非
常
な
き
つ
さ
、
永
遠
に
閉
ざ
さ
れ
た
扉
、
直

角
に
交
わ
る
角
材
、
そ
し
て
高
々
と
聳
え
立
ち
、fantastic

と

い
う
ほ
ど
、天
へ
立
ち
上
が
る
千ち

木4
ぎ

の
直
線
な
の
で
す
。
直
線
、

直
角
、
鋭
角
、
鎧
（
中
世
の
兜
の
面
頬
に
似
た
格
子
の
隙
間
）、

天
へ
の
志
向
。
ハ
ー
ン
は
ま
ず
神
社
建
築
の
人
為
性
を
指
摘
し

ま
す
。
そ
こ
に
、
手
つ
か
ず
の
〝
自
然
〟
と
は
対
極
的
な
人
間

の
意
志
を
見
る
。（
略
）『
彩
色
さ
れ
な
い
』白
木
も『
雨
』と『
陽
』

に
さ
ら
さ
れ
た
結
果
、
木
々
と
岩
と
同
じ
よ
う
に
景
色
の
な
か

に
溶
け
込
ん
で
い
る
。」

こ
の
よ
う
な
形
を
と
っ
た
片
田
舎
の
お
社
こ
そ
神
社
の
本
質
だ
と

し
た
、
ハ
ー
ン
の
驚
く
べ
き
観
察
力
が
あ
る
。

ハ
ー
ン
の
描
写
は
、
私
（
斎
藤
）
に
名
も
な
き
小
さ
な
神
社
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。

父
親
の
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
帰
還
が
遅
く
、
私
は
学
校
に
上
が
る
ま

で
霞
ケ
浦
の
ほ
と
り
の
母
親
の
実
家
で
祖
母
と
暮
ら
し
た
。
今
で
こ

そ
、
村
の
小
さ
な
神
社
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
子
供
心
に
は
、

古
び
た
石
の
鳥
居
、
茅
葺
の
く
す
ん
だ
本
殿
と
拝
殿
が
あ
り
、
杉
、

樫
、
櫟
の
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
明
神
様
と
呼
ば
れ
て
い
た
神
社
は
静

ま
り
返
り
、
近
寄
り
が
た
か
っ
た
。
年
に
一
、二
度
、
岬
の
向
こ
う

か
ら
街
道
を
大
八
車
に
衣
装
や
大
道
具
、
小
道
具
を
積
み
、
幟
を
押
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し
立
て
て
や
っ
て
く
る
旅
芸
人
一
座
の
興
業
の
日
だ
け
が
明
る
か
っ

た
。
芝
居
の
翌
朝
、
前
夜
の
興
奮
お
さ
ま
ら
ず
明
神
様
に
行
っ
て
み

る
と
、
早
く
も
一
座
は
次
の
村
を
目
指
し
て
舞
台
の
撤
収
に
か
か
っ

て
い
た
。
呆
け
た
目
で
眺
め
て
い
る
と
、「
そ
ん
な
顔
し
て
い
る
と
、

人
攫
い
に
連
れ
て
い
か
れ
る
よ
」
と
祖
母
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。

（
五
）

ハ
ー
ン
の
父
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
新
聞
記
者
と
し
て
働
い
た
フ
ラ

ン
ス
領
西
イ
ン
ド
諸
島
に
劣
ら
ず
、
日
本
の
神
道
を
解
釈
す
る
う
え

で
、
ハ
ー
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

平
川
氏
は
、

「
ハ
ー
ン
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
関
係
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
近
年
で
す
。
ハ
ー
ン
は
瞼
の
母
と
生
き
別
れ
た
こ
と
が
生
涯

ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
人
で
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

の
父
親
を
憎
ん
だ
。（
略
）
し
か
し
五
十
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
自
分
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
幼
年
時
代
を
過
ご
し
て
そ
の
こ
と
が
血
と
な
り
肉

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
ま
す
。
フ
ェ
ア
リ
ー
が
た
く
さ

ん
い
るghostly Ireland

の
感
化
を
一
心
に
浴
び
て
育
っ
た
お
蔭

でghostly Japan

霊
の
日
本
も
共
感
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
、
と
さ
と
っ
た
節
が
あ
る
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
、
ハ
ー
ン
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
詩
人
イ
ェ
イ

ツ
に
宛
て
た
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
の
手
紙
を
引
用
す
る
。

「
―
―
四
十
二
年
前
、
私
は
恐
る
べ
き
小
さ
な
子
供
で
し
た
。

ダ
ブ
リ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
・
リ
ー
ソ
ン
街
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

私
の
乳
母
は
コ
ン
ノ
ー
ト
地
方
の
出
で
、
私
に
フ
ェ
ア
リ
ー
の

話
や
怪
談
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
か
ら
わ

た
し
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事
が
好
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
だ
。
そ
し
て
事
実
好
き
で
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。」

牧
野
氏
は
、
ハ
ー
ン
の
東
京
帝
国
大
学
で
の
講
義
の
内
容
を
述
べ

る
。

「
妖
精fairy

と
は
、spirit

霊
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
て
、

Elf

と
い
う
英
語
も
同
じ
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
、
妖
精
が
人
間
を
こ
の
世
か
ら
妖
精
の
国
に

連
れ
去
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、妖
精
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
、

『
そ
の
人
は
死
に
、
魂
は
妖
精
に
な
る
。Y

ou die and your 
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soul becom
es a fairy.

』
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
言
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
妖
精
の
物
語
を
語
る
詩
人
の
な
か
で
も
最

も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
が
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
バ
ト
ラ
ー
・
イ
ェ
イ

ツ
だ
と
名
を
あ
げ
て
、
ハ
ー
ン
は
そ
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。」

牧
野
氏
は
ま
た
、
イ
ェ
イ
ツ
の
詩
と
ハ
ー
ン
の
作
品
と
の
あ
い
だ

の
受
け
る
印
象
に
つ
い
て
も
、
語
っ
て
い
る
。

「
た
だ
、
異
な
る
の
は
、
二
つ
の
風
の
歌
の
調
べ
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ー
ン
の
里
山
を
吹
き
抜
け
る
風
が
、
初
夏
の
青
空
の
も
と
、

明
る
い
長
調
の
喜
び
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
イ
ェ
イ
ツ
の

妖
精
の
歌
は
、
月
夜
の
世
界
の
よ
う
に
、
ど
こ
か
哀
愁
を
お
び

て
幻
想
的
な
短
調
の
響
き
な
の
で
す
。」

日
本
民
俗
学
の
創
始
者
と
さ
れ
る
『
遠
野
物
語
』
の
柳
田
國
男5

は
、

ハ
ー
ン
と
イ
ェ
イ
ツ
を
よ
く
読
ん
で
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。

さ
て
、
平
川
、
牧
野
両
氏
が
語
っ
た
小
泉
八
雲
を
中
心
と
す
る
先

人
た
ち
に
よ
る
日
本
の
な
つ
か
し
い
物
語
へ
の
拙
い
感
想
を
終
え
る

に
あ
た
っ
て
、
ふ
た
た
び
、
平
川
氏
が
こ
の
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の

「
は
じ
め
に
」
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

日
本
の
対
外
発
信
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。

外
国
文
化
の
吸
収
に
つ
い
て
は
解
決
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
日
本
の
対
外
発
信
力
と
い
う
難
問
は
厳
と
し
て
存
在
す
る
。
も

の
い
わ
ぬ
大
国
日
本
と
い
う
難
問
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
西
洋
と
は
何
か
、
日
本
と
は
何
か
を
日
本
人
は
ず
っ

と
問
い
続
け
て
き
た
。

占
領
軍
の
検
閲
に
あ
っ
た
横
光
利
一
の
『
旅
愁
』
も
そ
う
で
あ
っ

た
。
昭
和
六
十
年
に
発
表
さ
れ
た
立
原
正
秋
の
『
帰
路
』
も
そ
う
で

あ
る
。『
帰
路
』
に
は
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
陶
淵
明
の
「
行
き
行

き
て
帰
路
に
循し

た
が

い　

日
を
計か

ぞ

え
て
旧
居
を
望
む
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、『
旅
愁
』
を
多
分
に
意
識
し
て
い
る
。

『
旅
愁
』の
主
人
公
は
、歴
史
学
を
研
究
し
て
い
る
ら
し
い
。『
帰
路
』

の
主
人
公
は
美
術
商
で
あ
る
。
両
作
と
も
作
中
、
東
西
文
明
に
つ
い

て
、
神
道
お
よ
び
日
本
文
化
の
特
筆
に
つ
い
て
登
場
人
物
た
ち
の
喧

喧
囂
囂
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、不
思
議
に
も
議
論
は
、

た
と
え
パ
リ
に
い
て
も
、日
本
人
同
士
の
な
か
だ
け
で
展
開
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
や
ア
メ
リ
カ
人
は
、
背
景
と
し
て
存
在
す
る
も
、
議
論

に
は
加
わ
ら
な
い
。『
帰
路
』
の
主
人
公
は
、
立
原
一
流
の
サ
ー
ビ

ス
精
神
の
発
露
で
あ
ろ
う
が
、
ス
ペ
イ
ン
で
知
り
合
っ
た
美
術
史
を
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学
ぶ
ア
メ
リ
カ
人
女
子
学
生
と
何
度
も
ベ
ッ
ド
を
共
に
す
る
が
、
テ

ー
マ
で
あ
る
日
本
に
つ
い
て
ふ
た
り
が
語
り
あ
っ
た
り
は
し
な
い
。

『
旅
愁
』
も
『
帰
路
』
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
親
し
い
日
本
人

女
性
が
登
場
す
る
。
宗
教
の
違
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
の
結
婚
に
考

え
込
ん
だ
り
す
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
も
日
本
人
の
な
か
だ
け
の
話

題
で
あ
る
。
横
光
も
立
原
も
、
留
学
で
は
な
く
旅
行
者
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
が
そ
の
理
由
な
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
に
は
、
海

老
沢
泰
久
が
『
青
い
空　

幕
末
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
伝6

』
を
上
梓
し
、

幕
末
、
維
新
の
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
青
年
を
追
っ
た
が
、
外
国
人
は

冒
頭
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
宣
教
師
の
名
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

横
光
に
し
て
も
立
原
に
し
て
も
も
の
い
う
外
国
人
が
小
説
の
中
に

登
場
し
な
い
理
由
と
し
て
、
語
学
（
言
葉
）
の
問
題
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
神
道
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
文
化
を
外
国
人
に
説
明
す
る
と
し
て
も
す
る
だ
け
無
駄
だ
と
い
う

諦
観
め
い
た
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
外
国
人
に
説
く
よ

り
日
本
人
同
士
で
議
論
を
は
て
し
な
く
深
め
た
方
が
得
策
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

簡
潔
で
流
麗
な
文
章
を
書
い
た
海
老
沢
は
、
死
の
前
、
日
本
の
家

電
製
品
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
使
用
説
明
書
）
の
日
本
語
が
難
解
で
き
わ

め
て
わ
か
り
に
く
い
と
い
っ
て
い
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
や
ろ
う

と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
迷
宮
に
誘
い
込
ま
れ
る
と
嘆
い
て
い
た
。
い
つ

か
書
き
直
し
て
や
ろ
う
と
も
語
っ
て
い
た
。
外
国
人
向
け
の
外
国
語

に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、
た
ぶ
ん
、
同
様
だ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、

世
界
に
冠
た
る
当
時
の
日
本
の
家
電
な
ら
、
外
国
語
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

た
と
え
不
備
で
あ
っ
て
も
、
製
品
が
言
葉
を
凌
駕
し
て
、
説
明
書
は

そ
の
ま
ま
通
用
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。

文
化
や
宗
教
の
場
合
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
現
在
の
日
本
に
は
、

神
社
が
約
八
万
、
仏
教
寺
院
が
約
七
万
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
約
三
千

あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
数
字
を
見
れ
ば
、
私
た
ち
は
神
道
に
口
を
つ

ぐ
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
。

平
川
氏
と
牧
野
氏
の
共
著
『
神
道
と
は
何
か　

小
泉
八
雲
の
み
た

神
の
国
、
日
本
』
は
、
三
度
読
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
語
の

部
分
を
、
私
た
ち
と
神
道
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
再
認
識
す
る
た
め

に
通
読
す
る
。
つ
い
で
、
英
文
の
部
分
を
、
外
国
人
の
神
道
理
解
を

意
識
し
な
が
ら
読
む
。
三
度
目
は
、
日
本
語
と
英
語
を
突
き
合
わ
せ

な
が
ら
読
ん
で
み
る
。
も
の
い
わ
ぬ
大
国
日
本
か
ら
脱
す
る
た
め
の

こ
れ
こ
そ
三
服
の
妙
薬
で
あ
り
、
絶
好
の
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
な

る
に
違
い
な
い
。



215　　　ものいわぬ日本を、如何に外国に伝えるか。 　214

注（　

本
書
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
錦
正
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
英
文

の
タ
イ
ト
ル
は
、W

hat is Shintō?  Japan, a Country of Gods, as seen 
by Lafcadio H

earn
 

執
筆
者
紹
介
欄
に
、

 

平
川
祐
弘　

一
九
三
一
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
比
較
文
化
史
家
。

著
訳
書
に
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
誌
』、『
和
魂
洋
才
の
系
譜
』、ダ
ン
テ
『
神
曲
』、

『
西
欧
の
衝
撃
と
日
本
』、『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
―
―
植
民
地
化
・
キ
リ

ス
ト
教
化
・
文
明
開
化
』、『
竹
山
道
雄
と
昭
和
の
時
代
』、『
西
洋
人
の
神
道
観
』。

十
八
巻
本
『
平
川
祐
弘
著
作
集
』
は
勉
誠
出
版
か
ら
刊
行
中
。

2　

一
九
四
五
年
九
月
二
日
付
同
盟
電
に
よ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ン
ズ
国
務

長
官
の
発
言
。

（　

岩
波
文
庫
版
『
旅
愁
』（
二
〇
一
六
年
刊
行
版
）
に
、
編
集
部
作
成
の
興
味

深
い
資
料
が
あ
る
。
占
領
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
旅
愁　

全
』（
改
造
社
版
、
い

わ
ゆ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
検
閲
本
）
と
横
光
の
元
原
稿
を
比
較
し
た
「『
旅
愁　

全
』
と

の
主
な
異
同
箇
所
」（
引
用
は
、
新
字
体
・
現
代
仮
名
遣
い
に
統
一
さ
れ
て
い

る
）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
ハ
ー
ン
に
関
す
る
部
分
は
、

占
領
軍
か
ら
厳
格
な
検
閲
を
受
け
た
の
ち
、
そ
れ
で
も
刊
行
し
た
い
と
い
う

出
版
社
の
意
向
に
沿
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
書
き
替

え
ら
れ
て
い
る
。

　

江
藤
淳
は
、『
一
九
四
六
年
憲
法
―
―
そ
の
拘
束
』
で
、
現
行
憲
法
が
占
領

軍
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
起
草
の
事
実
が
徹
底
的
に
秘
匿
さ
れ

た
こ
と
を
書
い
た
。
こ
の
調
査
の
た
め
赴
い
た
米
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書

館
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
で
、
小
林
秀
雄
に
慫
慂
さ
れ
て
執
筆

し
、
雑
誌
『
創
元
』
第
一
輯
（
昭
和
二
一
年
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
吉
田
満
『
戦
艦
大
和
のマ

マ

最
後マ

マ

』（『
創
元
』
で
の
表
記
）
の
校
正
刷
り

を
発
見
し
て
い
る
。
検
閲
に
よ
っ
て
掲
載
中
止
と
な
っ
た
校
正
刷
り
に
は

Suppress

（
掲
載
禁
止
）
と
大
書
さ
れ
、「
失
わ
れ
た
偉
大
な
戦
艦
に
対
す
る

深
い
哀
惜
の
念
…
…
」
と
い
う
検
閲
官
の
長
文
の
意
見
書
（
感
想
）
が
添
え

ら
れ
て
い
た
。
英
文
に
よ
る
そ
の
内
容
は
正
確
な
文
章
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

人
（
？
）
検
閲
官
の
日
本
語
の
能
力
の
高
さ
に
、
江
藤
自
身
が
感
嘆
し
て
い

る
様
も
う
か
が
え
る
。

 

『
旅
愁
』
に
戻
れ
ば
、
占
領
軍
の
検
閲
の
経
過
、
結
果
に
つ
い
て
、
十
重
田
裕

一
氏
は
、『
文
学
』（
二
〇
一
六
年
一
一
、一
二
月
号
）
な
ど
で
詳
述
し
て
い
る
。

「
帝
国
日
本
時
代
の
、
出
版
法
（
一
八
九
三
年
公
布
）・
新
聞
紙
法
（
一
九
〇
九

年
公
布
）
に
基
づ
く
内
務
省
の
検
閲
と
と
も
に
、
横
光
が
翻
弄
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
検
閲
で
あ
る
。
横
光
の
戦
後

の
活
動
期
間
は
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
一
二
月
に
死
去
す
る
ま
で
わ

ず
か
二
年
余
に
す
ぎ
ず
、
敗
戦
の
失
意
の
中
で
寡
作
で
あ
っ
た
が
、
占
領
軍

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
検
閲
と
か
か
わ
る
運
命
を
否
応
な
く
た
ど
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。」（
同
論
文
）

 

検
閲
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
は
、
作
家
の
み
な
ら
ず
出
版
社
そ
の
も
の
の
存

亡
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
前
出
の
、
岩
波
文
庫

版
『
旅
愁
』
に
あ
る
「『
旅
愁　

全
』
と
の
主
な
異
同
箇
所
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。
支
那
→
中
国
、
日
支
→
日
華
な
ど
の
書
き
替
え
は
当
然
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
だ
が
、文
庫
の
（
上
）（
下
）
あ
わ
せ
て
五
十
八
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、

占
領
軍
の
検
閲
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
目
を
疑
う
よ
う
な
大
幅
な
書

き
替
え
も
あ
る
。
こ
れ
を
横
光
自
身
に
よ
る
推
敲
の
結
果
、
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
検
閲
に
加
え
て
、
左
翼
寄
り
の
知
識
人
か
ら
国
粋
主
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義
者
と
言
い
立
て
ら
れ
た
横
光
の
失
意
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

4　

古
代
の
建
築
で
、
屋
根
の
む
ね
の
両
端
に
Ｘ
字
形
に
交
差
さ
せ
た
長
い
木

材
（
新
明
解
国
語
辞
典
）。
両
国
国
技
館
の
土
俵
の
上
の
屋
根
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

5　

柳
田
國
男
の
原
稿
も
占
領
時
代
の
検
閲
に
あ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
江

藤
淳
「『
氏
神
と
氏
子
』
の
原
型
」（『
新
潮
』
一
九
八
一
年
一
月
号
）
な
ど
。

6　

海
老
沢
泰
久
は
、一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）年
茨
城
県
生
ま
れ
、二
〇
〇
九（
平

成
二
一
）
逝
去
。
國
學
院
大
學
卒
業
。
同
大
学
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所

勤
務
の
の
ち
、
作
家
と
し
て
独
立
。『
帰
郷
』
で
直
木
賞
受
賞
。
主
な
作
品
に
、

『
Ｆ
１
地
上
の
夢
』、『
監
督
』、『
美
味
礼
讃
』な
ど
。
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
と
は
、「
江

戸
時
代
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
奉
じ
た
者
の
一
族
七
世
ま
で
の
称
」（
日
本
国
語
大

辞
典
）。




